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ナノ構造の金や銀などの貴金属は,紫外から近赤外域の波長の光電場とカップリングして局在

プラズモン共鳴を起こす。超高速光パルスで励起された局在プラズモンの時空間特性に関しては，

PEEM を用いて複素電界計測をした例や[1]，励起フェムト秒レーザパルスのベクトル波形整形を

用いて時空間制御する提案[2]などがこれまでに報告されている。我々は広帯域なフェムト秒レー

ザパルスで励起されたプラズモン場の時空間特性を計測・制御するために，周波数応答関数を計

測して決定論的に制御する手法を行っている[3]。今回，暗視野顕微鏡を電界相互相関計測に用い，

十字構造金ナノ粒子(アスペクト比 2.5~3.5)について励起偏光に対する応答関数を求めた。さらに，

これら応答関数を基にして，励起レーザの偏光波形整形を行うことで，プラズモン場の時間波形

を整形する実験を行った。  

相互相関計測の実験セットアップを Fig.1(a)に示す。超広帯域フェムト秒レーザ 

(VENTEON:650~950 nm)を励起光源とし，信号光を凹ミラーを用いて集光し試料に照射した。試

料上に作製した金ナノ粒子の散乱場成分を対物レンズを用いて CCD に入射させ光を検出した。

参照光パルスは直接 CCD に入射させ信号光パルスと時間遅延差をつけることで電界相互相関計

測を行った。この相互相関波形をフーリエ変換し参照光パルスのスペクトルで除することで複素

周波数応答関数を求め，共鳴波長の異なりを確認した。直交偏光応答関数は，試料を回転させて

計測した。 

励起レーザパルスを液晶空間光変調器を用いた 4f 光学系波形整形器で励起フェムト秒レーザ

をベクトル波形整形すると，時間域応答関数との畳み込み積分からプラズモン場の時間波形を予

想することが可能となる。計測した直交偏光応答関数を利用したプラズモン場整形について紹介

する。 

 
Fig.1 (a)Experimental setup of cross-correlation dark-field microscopy. (b)Shape of Au nano structure 
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